
 

 

◆
懐
か
し
い
南
街
の
風
景
が 

 

約
２
時
間
半
に
も
及
ぶ
長
編
映 

画
『
は
だ
か
っ
子
』
の
舞
台
は
、 

「
東
京
都
の
衛
星
都
市
と
い
わ
れ 

て
い
る
街
」
（
小
説
「
は
だ
か
っ 

子
」
）
で
あ
る
。
だ
か
ら
東
大
和 

で
撮
影
な
の
か
と
思
っ
て
し
ま
う 

が
、
原
作
者
の
近
藤
健
氏
は
後
に 

所
沢
市
の
教
育
委
員
長
に
も
な
っ 

て
お
り
、
所
沢
が
舞
台
で
あ
っ
た
。 

だ
か
ら
こ
そ
懐
か
し
の
ユ
ネ
ス
コ 

村
や
お
と
ぎ
電
車
他
、
西
武
園
の 

古
い
遊
具
が
映
画
に
多
く
登
場
す 

る
の
も
う
な
ず
け
る
。 

 

そ
し
て
、
そ
こ
に
懐
か
し
い
南 

街
の
風
景
も
映
し
出
さ
れ
る
の
だ 

が
、
で
は
何
故
南
街
が
撮
影
場
所 

に
選
ば
れ
た
の
か
？ 

資
料
が
な 

く
不
明
だ
が
、
推
測
出
来
る
の
は
、 

当
時
の
南
街
が
戦
後
間
も
な
い
雰 

囲
気
を
ま
だ
色
濃
く
残
し
て
お
り
、 

主
な
撮
影
現
場
で
あ
る
所
沢
に
も 

近
い
こ
と
か
ら
選
ば
れ
た
可
能
性 

は
強
い
。 

 

そ
の
点
で
は
空
襲
の
傷
跡
を
残 

す
戦
災
変
電
所
が
修
復
さ
れ
ず
に 

使
わ
れ
続
け
、
結
果
的
に
大
変
貴 

重
な
戦
争
遺
跡
と
し
て
文
化
財
指 

定
さ
れ
た
こ
と
に
も
共
通
す
る
。 

東
京
瓦
斯
電
気
工
業
（
後
に
日
立 

航
空
機
）
の
工
場
社
宅
と
し
て
生 

ま
れ
た
南
街
は
、
当
時
と
し
て
は 

画
期
的
な
職
住
一
体
の
理
想
的
工 

業
都
市
を
目
指
し
て
造
ら
れ
た
。 

敗
戦
等
で
未
完
成
に
終
わ
っ
た
が
、 

基
本
的
な
街
の
区
画
は
出
来
て
お 

り
、
再
開
発
で
街
が
一
変
す
る
よ 

う
な
こ
と
は
な
く
、
古
い
社
宅
が 

そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
た
。
そ
の
街 

創ろう！ 文化を 自治を まちを 

 

戦
後
間
も
な
い
昭
和
３
０
年
代
に
東
大
和
市 

（
当
時
は
大
和
町
）
南
街
の
富
士
見
湯
を
使
っ 

て
、
映
画
が
撮
影
さ
れ
た
こ
と
を
ご
存
知
だ
ろ 

う
か
？ 

し
か
も
、
当
時
人
気
の
有
馬
稲
子
や 

若
き
日
の
三
国
連
太
郎
ら
豪
華
俳
優
が
出
演
。 

１
９
６
１
（
昭
和
３
６
）
年
度
キ
ネ
マ
旬
報
ベ 

ス
ト
８
に
入
る
名
画
だ
っ
た
こ
と
を
…
。 

そ
の
幻
の
映
画
『
は
だ
か
っ
子
』
を
、
南
街 

の
歴
史
を
掘
り
起
こ
す
活
動
を
始
め
て
い
る
東 

大
和
・
戦
災
変
電
所
を
保
存
す
る
会
（
以
下
、 

保
存
す
る
会
）
が
４
月
末
に
上
映
す
る
こ
と
に 

な
っ
た
。 

 
 

 
 

 

【
文
責
・
編
集
部
】 

並
み
が
映
画
の
戦
後
間
も
な
い
雰 

囲
気
に
ピ
ッ
タ
リ
だ
っ
た
の
だ
と 

思
わ
れ
る
。 

◆
時
代
の
雰
囲
気
に
も
注
目 

 

い
ず
れ
に
せ
よ
撮
影
場
所
に
選 

ば
れ
た
こ
と
で
、
当
時
の
南
街
の 

貴
重
な
社
宅
風
景
の
映
像
が
映
画 

の
中
に
残
さ
れ
た
。 

例
え
ば
一
瞬
だ
が
、
主
人
公
の 

少
年
・
元
太
が
氷
売
り
の
リ
ヤ
カ 

ー
と
ぶ
つ
か
り
そ
う
に
な
る
シ
ー 

ン
で
は
、
現
在
は
壊
さ
れ
た
戦
災 

給
水
塔
や
米
軍
大
和
基
地
時
代
の 

赤
色
の
給
水
塔
も
映
っ
て
い
る
。 

同
様
に
、
当
時
南
街
で
使
わ
れ
て 

い
た
自
治
会
給
水
塔
（
上
記
写
真
） 

も
何
度
か
登
場
す
る
。
そ
れ
ら
の 

貴
重
な
映
像
に
注
目
し
て
欲
し
い
。 

 

映
画
の
内
容
で
は
、
悪
徳
な
市 

議
会
議
長
を
子
ど
も
た
ち
が
公
開 

討
論
会
で
言
い
負
か
す
傑
作
な
場 

面
も
登
場
す
る
な
ど
、
戦
後
間
も 

な
い
民
主
教
育
の
息
吹
を
感
じ
さ 

せ
る
、
そ
の
時
代
の
雰
囲
気
に
も 

注
目
し
て
欲
し
い
映
画
で
あ
る
。 
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３月 2５日 
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号 

カフェレストラン 

 ＰＡＣＥ  パーチェ 

 火・水・金（祝日含） 
 ＡＭ11：30～ＰＭ２：00 

障害福祉サービス事業所 

ＰＡＣＥ（パーチェ） 
（就労継続支援Ｂ/生活介護） 

東大和市奈良橋 5-814-14 

℡042-843-6375 
月～金 開所(祝日も開所) 

                                ★どのような障害があっても 

             0                     働き、学び、憩える！                                

http://pacekeyaki.web.fc2.com/ 

 

【注】駐車場は 
２台分しか 
ありません。 

PACE 
ﾊﾟｰﾁｪ 

※通所時間は９:30～15:30 です。 

東大和 
市役所 

天丼 

新青梅街道 

交番 

青
梅
街
道 

大好評の日替わり 
メニューはＨＰで 
でご確認を！ 

ランチ ６８０円 
（サラダ・スープ付） 

ランチドリンク付 
     ８３０円 

 

 

ご
存
知
で
す
か
？ 

戦
後
間
も
な
い
南
街
や
西
武
園･ 

ユ
ネ
ス
コ
村
等
が
登
場
す
る
傑
作
映
画
の
こ
と
を
‼ 

 

 

第 1 回上映会/4 月 23 日（月） 

午後２時～４時 30分 

南街・富士見湯２階にて 
◆当日は入浴券がなくても入場可。人 

数が多い場合は入浴券ある方優先。 

第 2 回上映会/4 月 28 日（土） 

午後１時 30分～４時 

東大和市立南街公民館 202 
◆入場無料・60名定員先着順に。 

※いずれも映画について解説あり 

主催：東大和・戦災変電所を保存する会 
〒207-0021 東大和市立野 1-949-13小須田方 

☎５６２-５４２５ FAX５６２-５４２４ 

幻
の
映
画
『
は
だ
か
っ
子
』(

昭
和
36
年
度
キ
ネ
マ
旬
報
８
位)

 

上
映 

有
馬
稲
子･

三
国
連
太
郎
ほ
か
豪
華
キ
ャ
ス
ト
出
演 

《東大和・南街》再発見企画…第２弾 

http://pacekeyaki.web.fc/
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た
。
笑
っ
て
し
ま
う
の
は 

思
想
家
・
内
田
樹
氏
の
指 

摘
だ
。
昨
年
安
倍
政
権
が 

強
引
に
成
立
さ
せ
た
「
共 

謀
罪
」
の
適
用
第
一
号
は 

自
ら
の
官
邸
に
な
る
の
で 

は
な
い
か
と
い
う
。 

併
せ
て
笑
え
な
い
の
が
、
そ
も
そ 

も
の
当
事
者
・
籠
池
夫
妻
の
長
期
拘 

留
だ
。
逃
亡
の
恐
れ
も
な
い
の
に
半 

年
以
上
も
拘
留
し
て
お
り
、
完
全
に 

人
権
侵
害
で
あ
る
。
都
合
の
良
い
時 

は
天
ま
で
持
ち
上
げ
、
悪
く
な
る
と 

突
き
落
と
す
。
こ
れ
も
安
倍
流
か
…
。 

今
回
の
公
文
書
改
ざ
ん
問
題
が
、 

官
僚
に
責
任
を
な
す
り
付
け
て
終
わ 

る
よ
う
な
ら
日
本
の
民
主
主
義
も
終 

わ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
北 

朝
鮮
や
中
国
を
独
裁
国
家
だ
と
笑
え 

な
く
な
る
よ
う
な
極
め
て
深
刻
な
事 

態
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
た
い
。 

◆
大
変
久
々
の
発
行
に
な
っ
た
こ
と 

を
、
お
詫
び
致
し
ま
す
。 

◆
３
月
14

日
時
点
で
編
集
後
記
を
書 

い
て
い
る
の
で
、
森
友
学
園
に
関
す 

る
公
文
書
改
ざ
ん
問
題
が
ど
こ
ま
で 

発
展
す
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
し 

か
し
な
が
ら
、
昨
年
２
月
の
安
倍
首 

相
の
「
私
や
妻
が
関
係
し
て
い
た
ら 

総
理
大
臣
も
国
会
議
員
も
辞
め
る
」 

発
言
が
公
文
書
改
ざ
ん
に
直
結
し
て 

い
る
こ
と
は
明
白
だ
。 

当
時
も
こ
の
発
言
を
聞
い
て
、
安 

倍
ら
し
い
虚
偽
答
弁
だ
と
思
っ
た
。 

嘘
は
堂
々
と
大
袈
裟
に
つ
く
。
ヒ
ッ 

ト
ラ
ー
に
学
ん
だ
の
か
不
明
だ
が
、 

安
倍
政
権
は
一
貫
し
て
事
実
を
捻
じ 

曲
げ
、
安
保
法
制
（
戦
争
法
案
）
や 

原
発
再
稼
働
な
ど
を
押
し
進
め
て
来 

て
か
ら
理
想
は
遠
の
き
、
敗
戦
で 

未
完
に
終
わ
っ
た
こ
と
。
更
に
軍 

需
工
場
で
は
あ
っ
た
が
生
産
さ
れ 

た
大
半
が
、
い
わ
ゆ
る
「
赤
と
ん 

ぼ
」
と
い
う
陸
軍
の
練
習
機
の
エ 

ン
ジ
ン
で
、
戦
闘
機
の
エ
ン
ジ
ン 

や
機
体
は
造
っ
て
い
な
か
っ
た
こ 

と
な
ど
が
解
説
さ
れ
た
。 

 

そ
の
後
に
日
本
テ
レ
ビ
「
ズ
ー 

ム
イ
ン
朝
」
が
紹
介
し
た
戦
災
変 

電
所
保
存
の
ニ
ュ
ー
ス
映
像
や
、 

中
央
大
学
松
野
ゼ
ミ
が
制
作
し
た 

多
摩
の
戦
跡
を
巡
る
短
編
の
記
録 

映
画
数
本
が
上
映
さ
れ
た
。 

 

上
映
さ
れ
た
記
録
映
像
に
対
し 

て
は
、
変
電
所
周
辺
が
ま
だ
未
整 

備
だ
っ
た
当
時
の
風
景
や
保
存
運 

動
に
尽
力
し
た
方
々
の
映
像
を
懐 

か
し
む
声
や
短
編
の
内
容
が
良
か 

っ
た
と
の
称
賛
の
声
が
多
く
あ
っ 

た
他
、
「
日
立
航
空
機
で
は
ゼ
ロ 

戦
な
ど
戦
闘
機
を
造
っ
て
い
た
と 

思
っ
て
い
た
」
「
武
蔵
村
山
市
に 

陸
軍
少
年
飛
行
学
校
が
あ
っ
た
こ 

と
を
知
ら
な
か
っ
た
」
等
、
地
元 

の
人
に
も
知
ら
れ
て
い
な
い
事
実 

が
ま
だ
多
く
あ
る
こ
と
を
実
感
さ 

せ
る
企
画
と
な
っ
た
。 

２
月
17
日
、
南
街
地
区
自
治
会 

集
会
所
で
「
戦
災
変
電
所
と
南
街 

の
歴
史
語
る
記
録
映
画
上
映
会
」 

が
東
大
和
・
戦
災
変
電
所
を
保
存 

す
る
会
の
主
催
で
開
か
れ
、
２
回 

合
計
８
０
名
の
市
民
が
集
っ
た
。 

 

初
め
に
事
務
局
よ
り
、
南
街
の 

街
が
東
京
瓦
斯
電
気
工
業
の
社
宅 

と
し
て
造
ら
れ
た
こ
と
。
し
か
も
、 

当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
ド
イ
ツ 

の
ジ
ー
ド
ル
ン
グ
と
い
う
理
想
的 

な
職
住
一
体
の
工
業
都
市
を
目
指 

し
て
造
ら
れ
た
こ
と
。
残
念
な
が 

ら
日
立
航
空
機
に
吸
収
合
併
さ
れ 

 

     ～習い事ではなく夢をかなえるために～ 

荒居ギター教室 
    www.araiguitar.com 
  Email：araiguitar@muf.biglobe.ne.jp 

  〒207-0011東大和市清原 1－1－32 

 ＴＥＬ ０４２（５６４）３２４９ 

 
 

戦
災
変
電
所
と
南
街
の
歴
史
語
る

記
録
映
画
会
に
称
賛
と
驚
き
の
声 

東大和の自由民権を巡るツアー 
今年は江戸から明治に時代が移り代わってから 150年。同時に明 

治の自由民権運動によって生まれた私擬憲法の傑作・五日市憲法草案 

が発見されてから 50 年目の年です。とりわけ五日市憲法草案を作っ 

た千葉卓三郎は当時の東大和でも活発に活動を行っており、憲法草案 

をまとめたのは当時の奈良橋村や狭山村だったという説もあります。 

 そんな千葉卓三郎の足跡や東大和の自由民権の歴史を辿るツアーを 

以下の日程で行います。皆様のご参加をお待ちしています。 

◆東北バスツアー1 泊 2 日《7 月 3 日･4 日》 
□千葉卓三郎出生の地（宮城県栗原市）□千葉卓三郎の墓（仙台市 

資福寺）□薩長軍と戦った白河小峰城（福島県白河市）ほか 

●参加費２万５千円（宿泊･交通費･資料代含）●募集４０名先着順 

■都内ツアー  8 月 26 日（日）◇御茶ノ水ニコライ堂他 

■五日市ツアー 9 月 15 日（土）◇深澤家土蔵◇郷土館他 

■東大和ツアー 9 月 22 日（土）◇鎌田家墓◇博物館他 

※集合時間等は下記までお問い合わせ下さい。 

主催：五日市憲法草案の会（略称：五憲の会） 
東大和市受付：携帯 080-1113-7342（後藤） 

編集後記 

 “やすらぎといこいの空間ここにあり” 

喫茶・軽食 

どっぽ 
10:00AM ～ 9:00PM 

（7:00ＰＭ以降は予約制） 

日曜祝日定休 駐車場あり 

TEL（５６５）５１８２ 東大和市南街 1-19-5 

イベント情報 
 

東大和タウンマップ代表 

中野しのぶ 

《東大和・南街》再発見企画 第１弾 
主催：東大和・戦災変電所を保存する会 

 

 

やまとみどり 主催 

市政を語る会 
5 月 19 日(土) 
午前 10 時～12時 

ハミングホール会議室１ 
報告:中野志乃夫 市議会議員 

     床鍋 義博 市議会議員 

【参加費無料】 

◆「やまとみどり」による市政報告 

会です。お気軽にご参加を。 

■『戦災変電所の奇跡』1,000 円。 

「ｶﾌｪﾚｽﾄﾗﾝ PACE」「喫茶どっぽ」 

「ふれあい広場」他で好評販売中!! 

うまかんべぇ～祭 
４月21日（土）22日（日） 

10：00～15：00 

都立東大和南公園 
★グルメコンテスト ★ウォーキング

4/21(土)9:30-11:00 拝島駅北口 

集合約８キロのコース ★東大和市

ランニングバイクパーク ★フリー

マーケット ★友好都市・喜多方物 

産販売 ★戦災変電所公開※両日

10:００-１５:００ ★協賛団体各種

出店イベント目白押しです。 

東大和市駅↓ 

東大和病院 

床屋 

 どっぽ 

５月 20 日(日)14:30～※コーヒー・ケーキ付 

どっぽサロンコンサート ￥2,000 円 

 


